
第4回高度物流人材シンポジウム

全体最適の実現に向けて
－高度物流人材に求められる知見と役割－

三菱食品株式会社

取締役 常務執行役員 SCM統括

田村幸士



総合商社における物流
貿易会社としての必要な物流の知見。

貿易に付随する、伝統的な物流の知見
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総合商社における物流
業態の多角化に伴い、求められる物流の知見・スキルも広がる。
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私の物流キャリア
様々な国や地域で、様々な業態・立場の物流と対面する。

20代
• 海外物流（東南ア
ジア、ロシア、中国）
• 自動車、アパレル
• 国内物流（倉庫）
• 食品（スーパー、コン
ビニ）

• 航空貨物行政
• 通関（AEO）
• 安全保障貿易管理

• 国際物流（コンテナ）
• 家電、事務機械
• 欧州、中国

• 海運（不定期船）
• ドライバルク
• 欧米

30代 40代 50代



部分最適の罠
商品・業界の違いや、サプライチェーン上の立場による部分最適が
追求されがち。
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全体最適を実現するために
全体最適の実現を通じて、物流の持続性回復をリードする役割を高度
物流人材は期待される。

自社内の利害相反

サプライチェーン上の分断

異業種・業態への無関心

閉じたサプライチェーン

部分最適

異業種

他業界

との連携

開かれたサプライチェーン

全体最適



他流試合のススメ
利害の異なる人、立場が異なる人との交流で「気付き」を得る。
そして「昔話」ではなく、「未来の話」をしよう。

自社内の部門を跨った交流

他社・他業種との交流

産学協同研究

長期トレンドや技術動向への関心

特殊性の過度な強調 （「ウチの物流は特殊！」）

職人芸への幻想（「○○さんしかできない」）

思い込み（「そんなこと出来るはずがない」）

短期的最適解の追求（「予算必達が最優先」）

従来の常識・慣習

新しい気付き・アイデア


